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Tc-99m スズコロイドの取り込みを示した

肝芽細胞腫の 1例

一柳 健次 高山 輝彦 木水 潔

玉村 裕保* 林 鐘声**

要 旨

肝スキャンに於て,肝内部位占拠病変は,通常欠

損像を示すが,肝芽細胞腫に99mTc-Sn-コロイ ド

の取 り込みを認めた一例を経験したのでここに報告

する｡

症 例

7カ月,女性｡

主訴 :肝腫大

家族歴 :特記すべき事なし

既往歴 :VSD

現病歴 :生後 6カ月に軽度肝腫大を認め,7カ月

に腫大増大したため,福井循環器病院小児科に入院

した｡

身体所見 :肝右葉は勝下 1-2横指 まで腫大 し,

弾性硬,表面平滑,可動性 (+)であった｡

検 査 :GOT 41,GPT 14, LDH 451,

AFP10169.5ng/mJ,CEAl.Ong/mJ,VMA (-)

腹部超音波検査では,肝右葉下部に辺縁低エコーを

一部に有する,境界鮮明な低エコー腰痛を認め,内

部はやや不均一であった (Fig.1)｡

肝スキャンに於ては,超音波で認めた腰痛に一致

して,正常肝より低い RI分布を認めた (Fig.2)｡

DSA に於て,腹腔動脈造影の毛細管相の Subtrac-

tionimageにて,腰痛はほぼ均一なhypervascular

lesionであった (Fig.3)｡MRの T2強調画像では,

肝右葉下部に辺縁明瞭な highdensitymassを認め

た (Fig.4)｡

考 察

99mTc-スズコロイドによる肝スキャンに於いて,

原発性肝腫癌は,通常欠損像を呈する｡本例では,

腹部超音波検査にて肝右葉下部に辺縁低エコーを有

する低エコー腰痛にもかかわらず,肝スキャンで,

腰痛に一致して正常肝より低い RI分布を認めた｡

肝芽腫は,分化型,低分化型,未熟型に分類され,

前二者に於いて,類洞形成を認める｡本例は,手術

にて,分化型肝芽腫 (Stage二)であることが,確認

された｡
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